
「
桃
花
源
記
」
の
具
現
化
現
象

ー
桃
源
県
に
お
け
る
文
化
景
観
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に

関
知
の
よ
う
に
、
「
桃
花
源
」
は
、
陶
淵
明
(
六
五

i

問
A

一
七
)
が
小
説
的
表
現
で
著
し
た
散
文
で
あ
り
、
現
代
の
中
間

(
l〉

で
も
コ
γ
占
に
流
伝
し
た
名
作
」
と
称
え
ら
れ
て
い
る
。
「
桃
花
源

記
」
の
主
な
内
容
は
、
道
に
迷
っ
た
武
綾
の
漁
夫
が
、
山
禍
の
輿
に

あ
る
村
悶
悦
に
入
り
こ
み
、
そ
こ
で
人
々
が
世
の
変
遷
を
知
ら
ず
に
、

平
和
で
裕
矯
な
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
「
桃
花
源
」
を
発
見
し
た
の

彼
は
そ
こ
で
大
い
に
歓
待
さ
れ
て
婦
り
、
後
に
再
び
一
尋
ね
よ
う
と
し

た
が
、
度
と
そ
の
山
禍
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で

「
ル
全
レ
U

小泉己一

z

ふ全

1
f訓
打
い
き
円
H
L

の
具
現
化
現
象
は
、
普
代
以
蜂
最
も
早
い
時
期
に

の
具
現
化
現
象
の
…
つ
で
あ
る
。

の
具
現
化
現
象
」
と
は
、
作
品
に
お
け

吋
場
」
と
結
び
付
け
ら
れ
、
実
物
の
形

こ
こ
で
い
h

つ
、3ノ
q
u
J
句、

h
s

守、4
m
r
f

、ヤムゼ川、
s
J

ぴ
が
1

然
食
、
刀
省
主

mm
ぴ

¥‘， 

E
g
g
s
J
 

r
/
 

林

建

で
再
現
さ
れ
る
現
象
で
あ
る
の
言
い
換
え
れ
ば
、
物
語
中
の
架
空
の

人
物
、
事
件
、
風
景
な
ど
が
、
現
実
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
し
て

見
な
さ
れ
、
文
化
景
観
の
形
で
持
イ
メ
!
ジ
さ
れ
る
と
い
う
、
文
学

作
品
の
受
容
過
程
に
お
い
て
見
ら
れ
る
文
化
的
現
象
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
文
化
景
観
」
と
は
、
人
間
が
そ
の
形
成
に
参
与
し
た

風
景
や
、
更
に
は
そ
の
地
域
の
文
化
に
影
響
を
与
え
た
地
名
や
風

習
な
ど
を
含
ん
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
例

え
ば
、
記
号
学
の
見
方
で
は
、
「
風
景
、
が
あ
る
瞬
間
を
切
り
取
っ
た

記
号
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
景
観
は
持
を
経
た
積
み
重
ね
の
結
果
、

形
成
さ
れ
た
記
号
と
し
て
了
解
さ
れ
る
J

と
説
明
さ
れ
、
人
文
地

理
学
に
お
い
て
は
、
「
文
化
景
観
は
物
質
的
文
化
景
観
と
非
物
質
的

文
化
景
観
に
分
け
ら
れ
、
物
質
的
文
化
景
観
と
は
、
色
と
形
を
も
っ

文
化
景
観
を
指
し
、
町
や
村
、
建
築
や
飾
り
、
即
ち
、
人
間
の
自
で

捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
。
非
物
質
的
文
化
景

観
と
は
、
直
接
に
感
知
で
き
ぬ
、
景
観
の
発
壌
に
大
き
な
影
響
を
与

(25) 



え
る
風
穏
や
信
仰
、

す
J

と
い
う
解
釈
が
あ
る
の

「
桃
花
源
記
」
の
具
現
化
現
象
の
最
初
の
出
現
地
点
は
、
現
在

の
湖
階
省
常
徳
市
桃
源
県
一
帯
の
地
域
で
あ
る
。
そ
こ
は
、
漢
代

で
は
、
「
武
駿
郡
」
に
属
し
、
後
の
時
代
に
色
々
と
名
前
が
変
っ
た

で
ηJV

が
、
ヱ
一
役
陵
」
と
呼
ば
れ
た
時
期
が
長
か
っ
た
の
「
桃
花
一
線
記
」
が
世

に
出
た
後
、
苛
時
の
「
武
陵
郡
」
で
「
桃
花
、
線
記
」
に
世
帯
か
れ
た
風

景
に
似
て
い
る
場
所
が
見
い
だ
さ
れ
、
人
々
は
そ
こ
を
「
挑
花
源
記

い
中
の
「
武
陵
」
だ
と
思
い
な
し
、
「
挑
花
線
記
」
中
の
言
葉
や
プ

ロ
ッ
ト
を
引
用
し
て
、
そ
こ
に
地
名
を
つ
け
た
り
、
「
挑
花
線
記
」

を
基
に
そ
の
場
所
の
風
景
と
諜
境
を
整
え
た
り
、
関
連
の
あ
る
建
造

物
を
造
っ
た
り
し
て
き
た
の

こ
の
よ
う
な
、
「
桃
花
源
記
」
中
の
世
相
構

k
の
風
景
を
現
実
に
存

在
し
て
い
た
も
の
と
見
な
し
、
地
名
や
建
物
、
石
碑
や
摩
耀
刻
石
、

脱
綴
や
対
勝
な
ど
の
表
現
で
、
ぷ
仇
花
糠
記
」
の
内
容
は
単
に
架
吹

の
物
語
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
あ
た
か
も
実
際
に

存
夜
し
た
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
示
す
現
象
を
、
こ
こ
で
は
「
桃

花
、
紙
記
」
の
呉
現
化
現
象
と
い
う
こ
と
に
す
る
つ
そ
し
て
、
「
桃
花

際
記
」
に
基
づ
く
地
名
は
、
「
桃
花
線
記
」
の
発
生
地
を
が
す
具
体

的
な
形
の
な
い
非
物
質
的
文
化
景
観
で
あ
り
、
建
物
や
石
碑
、
燦

縄
刻
石
、
問
問
額
、
対
勝
な
ど
の
「
桃
花
線
記
」
の
内
容
を
再
現
当
記

の
無
形
の
も
の
を
指

評
価
す
る
も
の
は
、
自
で
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
物
質
的
文
化

景
観
と
一
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
挑
花
源
記
」
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
具
現
化
現
象
は
、
文
化
人
だ

け
で
は
な
く
、
民
間
社
会
全
体
の
参
与
が
加
え
ら
れ
た
、
中
国
の
人

文
環
境
に
長
期
に
渡
っ
て
影
響
を
与
え
、
そ
し
て
、
そ
の
影
響
が

現
主
に
ま
で
至
る
文
化
的
現
象
で
あ
る
た
め
に
、
「
桃
花
源
記
」
の

受
容
史
に
関
る
研
究
課
題
と
し
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
更
に
、

「
桃
花
源
記
」
は
中
間
宮
典
文
学
史
に
お
い
て
、
普
代
以
降
の
文
学

発
展
に
影
響
力
の
あ
る
震
安
な
作
品
と
し
て
、
そ
の
具
現
化
現
象
に

対
す
る
研
究
は
中
間
主
典
文
学
受
容
史
全
体
の
研
究
に
も
意
味
が
あ

る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
り
だ
が
、
そ
れ
は
、
近
年
じ
な
っ
て
益
々

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
中
国
吉
典
文
学
受
容
史
の
研
究
領

域
に
お
い
て
も
、
ま
だ
十
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
は
一
言
い

4
U
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「
桃
花
源
詑
」
の
具
現
化
現
象
は
、
湖
構
一
省
常
徳
市
桃
源

県
だ
け
で
は
な
く
、
「
武
陵
郡
」
以
外
の
地
域
に
も
見
ら
れ
る
文
化

現
象
で
あ
る
合
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
、
こ
の
桃
源
県
で
見
ら
れ
る

呉
現
化
現
象
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
そ

し
て
最
も
長
い
時
史
的
過
穂
を
持
つ
も
の
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
小
論
で
は
、
そ
の
文
化
崇
観
を
例
に
し
て
、
「
挑
花
源
記
」
の

呉
現
化
現
象
を
述
べ
、
ぷ
悦
花
源
記
」
の
受
容
史
に
お
け
る
も
う



つ
の
純
絹
を
示
し
た
い
の

「
桃
花
源
」
と
「
桃
瀬
」

(
八
七
三

i
一
九
時
九
)
は
ぷ
川
純
明

で
「
桃
花
線
記
」
を
分
析
し
、
吋
桃
山
際
は
、
後
の

と
、
「
桃
花
滅
記
」
に
基
づ
く
「
桃
源
問
m
」

の
影
響
力
に
よ
る
も
の
だ
と
指
摘
し

11塔

ハ

ノ

ト

見

ミ

ヘ

〆
ν

/

t

2

d

n

f

の
2
0
1
必
(
鳥
托
邦
)
と
名
付
け
た
い
の

っ
た
。
こ
う
い
う
と
こ

こ
の

よ
略
)
桃
源
は
、
後
の

ろ
か
ら
も
、
こ
の
小
説
の

梁

勝

越

の

一

一

尚

っ

た

「

桃

糠

」

の

湖

高

省
常
徳
市
の
桃
源
県
で
あ
る
。
こ
の
の
由
来
に
つ
い
て
、
司
明

一
一
統
志
』
は
、
「
桃
源
問
料
在
府
城
西
八
十
制
点
。
本
東
謀
説
南
燃
、
地

購
武
陵
部
。
務
省
入
武
俊
将
ラ
属
朗
州
。
蔚
仇
露
。
乾
徳
中
始
析
震

桃
源
鮮
の
以
拡
ハ
地
有
一
桃
花
源
故
名
。
一
苅
元
貞
初
韓
民
州
。
本
朝
洪
武

(白
w

改
局
川
柳
J
と
述
べ
、
つ
ま
り
、
桃
源
県
が
漢
代
で
は
「
…
加

で
あ
っ
て
、
「
武
綾
部
一
の
…
部
で
も
あ
っ
た
。
宋
代
の
乾

六
三
{
)
九
六
七
)
の
初
め
か
ら
吋
桃
源
開
駅
」
と
し
て

そ
の
は
、
「
桃
花
綜
」
と
い

っ
た

こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の

さ
て
、
ニ
の
文
に
現
れ
る
べ
桃
花
源
」
と
い
う
地
名
は
何
時
か
ら

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、
大
変
興
味
深
い
点
で
あ
る
の
そ

れ
に
よ
っ
て
、
「
桃
花
源
記
い
の
具
現
化
現
象
の
桃
源
県
で
の
出
現

と
定
着
の
時
期
、
が
推
定
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ

る
の
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
「
桃
花
源
記
」
、
が
世
に
出
た

以
後
の
地
問
一
・
地
方
五
類
史
料
や
詩
文
な
ど
を
調
べ
た
の
そ
の
結

果
、
「
桃
花
源
」
の
地
名
は
南
北
朝
時
代
(
回
二

0
1
五
八
九
)
に

す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
結
論
を
得
た
。

ま
ず
、
北
挑
の
路
道
一
冗
(
四
六
六

?
i
五
二
七
)
が
著
し
た
『
水

経
投
』
の
記
載
を
見
る
う
こ
こ
で
は
、
抗
隔
県
の
地
理
・
人
文
環
境

に
つ
い
て
記
述
す
る
と
同
時
に
、
…
仇
南
県
に
お
け
る
幾
つ
か
の
地
名

(
下
線
部
参
照
)
を
記
録
し
て
い
る
が
、
「
桃
花
源
」
と
「
桃
源
」
に

つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
っ

「
的
い
日
綜
郎
ハ
ト
抗
南
綜
分
水
，
尚
南
綜
商
有
擁
擁
仙
，
孤
練
中
流
，

浮
除
問
紹
，
法
有
議
民
越
川
諸
問
之
，
故
尚
之
夷
望
也
。
海
有
様
闘

M
m
，
水
南
出
雷
雨
，
速
注
い
抗
，
い
汎
水
又
東
得
糊
汗
凶
，
東
硝
胸
援
，

潟
一
花
玩
演
，
い
は
水
又
東
照
臨
一
山
際
問
，
潟
捌
閃
紬
，
白
般
車
湾
務
，
拭

半
月
，
清
輝
鏡
激
安
上
期
風
総
合
博
，
下
則
泉
響
不
離
，
行
者
英
不

擁
械
婚
披
，
伴
僧
愛
一
一
抗
。
い
抗
水
又
東
路
い
じ
前
糊
，
鼎
足
均
時
，
秀
若

削

成

，

拡

ハ

側

茂

竹

使

鍋

，

又

東

帯

陣

擁

凶

，

熊

巌

臨
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水
，
怒
議
釣
渚
，
漁
一
詠
駒
谷
，

ニ
の
山
記
載
に
現
れ
る
「
夷
望
山
」
と
と
い
う
山
名
は

現
振
で
も
使
わ
れ
て
い
る
地
名
で
あ
る
つ
「
線
譲
山
」
泣
現
在
の
桃

際
熊
の
西
南
に
あ
り
(
附
関
参
昭
一
)
、
中
心
部
か
ら
約
三
キ
ロ
ほ
ど

離
れ
、
「
夷
昭
一
山
」
は
そ
れ
よ
り
更
に
商
へ
、
約
三
十
キ
ロ
ほ
ど
離

れ
た
地
に
あ
る
つ
現
介
伐
の
「
桃
花
源
」
は
そ
の
簡
に
位
置
し
、
桃

源
開
m
中
心
部
よ
り
約
十
五
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
、
こ
の
二
つ
の
山
と
並
ん

で
、
一
例
水
の
東
南
岸
側
に
あ
る
つ
し
た
が
っ
て
、
脇
道
元
が
吋
水
緩

い花
b

を
著
し
た
五
段
紀
に
は
、
「
夷
μ

耕
一
山
」
と
「
縁
議
山
」
と
の
開

の
地
域
は
地
郷
町
舎
に
書
か
れ
る
ほ
ど
の
価
値
の
あ
る
場
所
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
っ

米
代
の
明
太
平
御
覧
』
に
は
、
黄
関
が
倒
供
し
た
『
武
陵
記
』
か
ら

引
い
た
ぶ
民
間
山
」
に
関
す
る
記
述
、
が
あ
る
の
そ
れ
に
よ
る
と
、
黄

道
真
と
い
う
臨
玩
の
人
が
山
で
魚
釣
り
を
し
た
時
に
「
挑
花
源
」
に
ハ
υ

入
り
込
ん
だ
。
陶
淵
明
に
は
「
挑
死
線
記
」
が
あ
る
、
と
い
う
り

筑
間
は
病
北
朝
の
武
陵
の
人
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
桃
花
掠
」
と

い
う
地
名
は
、
遅
く
と
も
南
北
朝
の
時
代
か
ら
存
犯
し
た
も
の
で
、

黄
関
の
よ
う
に
、
「
桃
花
源
」
を
「
桃
花
源
記
」
と
結
び
つ
け
て
考

え
て
い
た
入
、
が
乃
時
す
で
に
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の

騎
代
に
入
っ
て
、
ぷ
仇
花
源
」
は
「
桃
花
源
記
」
の
舞
台
と
し
て

に
詠
わ
れ
て
い
た
η

そ
の
中
で
、
五
維
(
?
1
七
六
)

の
「
采
菱
渡
頚
風
急
，
策
杖
林
西
日
斜
。
杏
樹
壇
透
漁
父
，
桃
花
源

。一寸

一
袋
入
家
一
一
と
貞
一
冗
年
間
(
七
八
五

i
八
O
沼
)
の
部
中
劉
商
の
「
桃

花
流
出
武
陵
潤
，
夢
想
仙
家
帝
一
一
四
樹
春
号
今
看
水
入
潟
中
去
毛
却
是
桃

へ
け
M
t

花
源
一
義
人
J

の
一
一
蓄
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
「
挑
花
源
」
は
「
桃
源
」
と
略
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

王
呂
齢

(
?
r
t
p
七
五
六
?
)
の
詩
「
欲
訪
桃
源
入
渓
路
，
忽
間
関
難
犬

使
人
疑
っ
先
緊
接
説
挑
花
源
，
一
躍
恭
何
堪
武
陵
郡
。
間
道
秦
時
避
地

人
，
至
今
不
輿
人
通
問
。
」
に
「
桃
花
源
」
と
「
桃
源
」
が
同
時
に
使

mud 

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。

そ
し
て
、
「
挑
線
」
は
県
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
以
前
に
は
、
癒

の
帝
室
に
よ
り
、
道
線
「
桃
源
観
」
の
名
称
と
し
て
、
更
に
そ
の
道

知
械
の
所
在
地
「
桃
源
山
」
と
い
う
山
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
後
世
の
資
料
で
あ
る
が
、
宋
代
の
司
輿
地
碑
詑
自
』

と
靖
代
の
地
方
志
吋
情
勢
靖
常
徳
府
志
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

宋
代
の
『
輿
地
碑
記
自
』
「
常
徳
府
碑
詑
」
に
よ
れ
ば
、
「
桃
源
山

司
…
集
古
録
b

云
:
騎
獄
中
立
撰
，
徐
元
警
井
家
額
。
開
成
五
年

つ
ま
り
、
こ
は
『
桃
源
山
界
記
』
と
い
う
石
碑
が
あ

の

(

八

四

O
〉
に
立
て

(28) 

り

江〉

。〉

に
よ
る
と
、

桃
花
源
に
お
け
る
「
挑

(
七
六
六

1
八

O

源
前
犬

。フ

。フ



間

)

に

行

わ

れ

た

こ

と

で

、

し

か

も

、

市

索

こ

と

で

も
あ
っ
た
り
そ
の
結
果
、
東
督
時
代
(
三
…
七

i
問
。
)
の
道
観

「
桃
川
万
年
観
」
が
「
桃
源
観
」
と
な
っ
て
、
「
桃
源
観
」
と
「
桃
源

一
戦
域
」
と
い
う
二
つ
の
石
碑
が
そ
の
経
緯
を
記
録
し
て
い
る
が
、
そ

ハh
v

の
銘
文
は
風
化
し
て
解
説
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
v

と
い
出
。

こ
の
記
述
に
お
け
る
「
湘
天
」
と
は
、
「
桃
源
洞
」
が
道
教
に
よ

る
第
三
十
五
番
自
の
「
湘
天
」
で
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
宋
代
の
『
一
部
品
纂
樹
海
』
に
お
い
て
、
っ
一
十
六
小
柄
夫
・
:
(
略
)

第
三
十
五
桃
源
山
潮
。
閥
的
十
絵
里
，
名
出
馬
主
光
之
天
。
秦
時
有

子
総
人
人
柄
避
難
，
後
不
出
，
皆
縛
道
，
却
黄
平
壌
真
人
煉
丹
上
昇

、
乍
t

慮
。
主
鼎
州
武
陵
線
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
秦
人
避

難
」
と
い
う
内
容
は
、
「
桃
花
、
訴
詑
」
に
付
さ
れ
た
詩
に
あ
る
「
議

氏
鼠
天
紀
，
資
者
避
其
世
J

に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
つ
よ

っ
て
、
こ
の
道
教
の
名
所
「
桃
源
洞
天
」
及
び
そ
こ
に
建
て
ら
れ
た

道
線
は
、
実
際
に
、
「
桃
花
源
記
」
に
拙
か
れ
た
{
場
」
を
宗
教
的

な
イ
メ
ー
ジ
で
再
表
現
し
た
文
化
景
観
、
だ
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
二
つ
の
史
料
を
総
合
し
て
見
れ
ば
、
「
桃
源
」
の
地
名
が

送
観
名
、
そ
し
て
山
名
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
末
代
に
至
っ
て
、
乾
徳
一
兄
年
(
九
六
三
)
に

3
0
、

「
桃
源
」
は
県
名
に
な
っ
た
の

以
ヒ
、
「
桃
源
県
」
の
県
名
の
由
来
と
さ
れ
た
「
挑
花
、
線
}
と
い

う
地
名
は
、
五

1
六
世
紀
の
地
湾
設
問
『
水
経
注
』
に
は
見
ら
れ
な
い

が
、
同
じ
時
期
の
地
方
忘
に
お
い
て
「
桃
花
源
記
」
と
関
係
付
け

ら
れ
た
地
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
が
あ
り
、
麿
代
か
ら
、
「
桃
花

獄
」
は
常
事
に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
略
称
「
桃
源
」
は
十
世
紀

の
宋
代
か
ら
行
政
上
の
県
名
と
し
て
定
め
ら
れ
た
、
と
い
う
「
桃
花

源
記
」
に
基
づ
い
た
地
名
の
出
現
と
定
着
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
の

流
れ
か
ら
、
「
桃
花
源
記
」
の
具
現
化
表
現
、
即
ち
地
名
と
い
う
非

物
質
的
文
化
景
観
は
、
数
百
年
の
長
い
年
月
を
経
て
現
実
の
土
地
に

根
付
い
た
過
程
が
見
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
過
程
が
長
期
に
及
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
「
桃
花
源

記
」
は
そ
の
地
域
に
与
え
た
影
響
が
次
第
に
大
き
く
な
り
、
「
桃
花

源
記
」
に
基
づ
い
て
造
ら
れ
た
文
化
景
観
も
、
各
時
代
の
受
容
の
あ

り
方
を
示
し
て
多
彩
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の

次
に
、
「
桃
花
渓
」
と
「
桃
源
調
」
、
「
秦
人
柄
」
と
「
秦
人
古
湘
」

を
中
心
と
し
た
、
藤
代
か
ら
清
代
ま
で
の
文
化
景
観
群
を
例
に
し

て
、
「
挑
詑
源
」
に
お
け
る
文
化
景
観
の
主
な
形
態
お
よ
び
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
。

(29) 

「
桃
花
渓
」
と
「
桃
源
潟
」

よ
っ
て
、

「
桃
花
、
総
記
」
と
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

文
化
景
観
的
な
要
素
を
付
加
さ
れ
、
そ
の
周
辺
に
更
に



「
桃
花
線
記
」
の
主
題
を
強
制
す
る
文
化
景
観
が
造
ら
れ
た
例
と
し

て
、
以
下
に
「
桃
花
渓
」
と
「
桃
源
調
」
に
つ
い
て
見
る
つ

ぷ
山
花
渓
」
は
、
桃
源
か
ら
玩
水
に
流
れ
込
む
小
さ
な
渓
流
で
あ

る
の
こ
の
渓
流
に
つ
い
て
は
、
勝
代
の
吋
元
和
郡
豚
腐
志
』
や
宋
代

の
『
輿
地
顔
記
"
旬
、
『
方
輿
勝
覧
』
な
ど
の
史
料
に
は
記
録
が
見
ら
れ

、
ハ
げ

な
い
が
、
勝
代
の
張
旭
に
は
「
挑
花
鶏
」
詩
が
あ
り
、
そ
こ
の
嵐

ハり戸

長
を
詠
っ
て
い
か
っ
こ
の
詩
の
中
の
「
石
磯
西
畔
間
漁
船
」
と
「
桃

花
仲
間
川
日
憶
流
水
，
椀
在
精
鋭
何
鹿
返
J
と
い
う
描
写
は
、
「
桃
花
源

記
い
に
お
け
る
漁
夫
が
漁
船
を
岸
辺
に
胃
…
き
、
桃
花
の
流
れ
る
渓
水

に
沿
っ
て
、
山
洞
に
辿
り
若
い
た
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
に
よ
る
も
の
だ

と
考
え
込
ら
れ
る
の

そ
し
て
、
が
山
花
源
記
」
の
冒
頭
の
有
名
な
「
武
陵
人
補
魚
潟
業
;

縁
渓
行
，
忘
路
之
遠
近
っ
忽
逢
桃
吃
林
夫
山
芹
，
数
百
歩
中
無
雑
樹
，

止の〆旬

芳
革
鮮
品
一
一
六
，
務
英
綴
紛
。
」
と
い
う
描
写
は
、
「
桃
花
渓
」
の
一
向
山
停

に
は
「
桃
花
林
」
が
あ
る
と
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
「
桃
詑
林
」
の

中
に
流
れ
る
「
挑
花
渓
」
の
イ
メ
i

ジ
を
表
現
す
る
た
め
に
、
唐
宋

時
代
で
は
、
「
桃
花
渓
」
の
問
岸
に
「
桃
花
林
」
が
構
え
ら
れ
、
「
桃

花
源
記
」
の
内
容
が
忠
実
に
再
現
さ
れ
た
の
ニ
の
人
工
的
「
桃
花

林
」
は
府
宋
期
の
詩
人
た
ち
に
詠
わ
れ
て
、
晩
唐
の
瞥
謄
に
は
「
桃

花
央
岸
杏
何
之
，
花
満
泰
山
水
去
還
っ
三
宿
武
綾
渓
と
月
，
始
知
人

四
八
什
/
句
…

批
有
春
時
。
」
と
い
う
詩
が
あ
り
、
「
桃
花
林
」
が
渓
流
を
挟
む
さ

ま
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
韓
愈
(
七
六
八

i
八
二
四
)
の
詩
に

見
ら
れ
る
「
種
挑
慮
虞
堆
開
花
，
川
原
近
遠
蒸
紅
霞
J
と
、
王
安

石
(
一

O
二

7
3
一
O
八
六
)
の
詩
に
あ
る
「
亦
有
桃
源
種
桃
者
，

ム沿
d

此
来
種
桃
経
幾
春
J
に
用
い
ら
れ
た
「
種
桃
」
と
い
う
一
一
一
一
向
葉
が
当

時
の
「
挑
花
林
」
は
人
工
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い

るつ
こ
の
「
桃
花
林
」
の
維
持
へ
の
努
力
が
後
の
時
代
ま
で
も
見
ら
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
清
の
嘉
慶
(
…
七
九
六
{
)
一
八
一
一

O
)
か
ら
道

光
年
間
(
…
八
二
一

i
一
八
五

O
)
に
か
け
て
約
三
百
本
の
桃
が
槌

お〆

え
ら
れ
た
と
い
う
の

ま
た
、
「
桃
花
渓
」
と
「
挑
花
林
」
を
一
一
部
う
唐
宋
期
の
詩
文
は
、

者
時
か
ら
石
碑
と
し
て
造
ら
れ
、
清
の
向
治
八
年
(
一
八
六
九
)
に

九おム

一
件
び
造
り
産
さ
れ
た
っ

さ
て
、
絢
槻
明
の
一
桃
花
、
原
記
」
に
は
「
山
存
小
口
」
と
い
う
山

洞
、
か
あ
り
、
そ
れ
は
物
語
の
展
開
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
「
場
」
で
あ

る
た
め
に
、
実
物
の
「
桃
源
淵
」
に
対
し
て
、
人
々
が
最
も
関
心
を

寄
せ
た
っ
し
た
が
っ
て
、
「
挑
花
渓
」
と
「
桃
花
林
」
及
び
そ
の
周

辺
の
石
碑
と
比
べ
て
、
「
桃
源
滑
」
と
そ
の
付
近
の
も
の
は
膝
宋
期

の
「
挑
花
源
い
に
お
い
て
核
心
部
を
な
す
文
化
景
観
と
な
っ
た
の

更
に
、
「
桃
源
桝
」
が
穿
た
れ
た
摘
懇
で
は
な
く
、
「
内
」
の
よ
う

な

形

状

が

の

府

に

過

ぎ

な

い

こ

と

で

あ

る

た

め

に

(

写
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真
参
照
)
、
感
宋
期
の
詩
人
に
「
絶
躍
如
何
故
同
定
期
間
，
昔
人
従
此
入

仙
源
。
ヘ
「
武
綾
渓
畔
お
桃
源
，
一
州
合
空
持
記
往
還
。
育
代
漁
郎
、
心

不
特
，
随
花
化
石
在
人
問
。
」
と
い
う
よ
う
に
「
仙
境
」
の
入
り
口

λ
h
u
r
 

円
/
“
ー

と
し
て
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
、
南
宋
の
で
刀
輿
勝
覧
』
で
も
、
一
-
関

経
』
を
引
い
て
、
「
一
桝
が
あ
り
、
内
の
よ
う
な
任
大
な
石
に
隠
さ

A
f
s
一

ポ、/ω

れ
、
…
援
跡
が
あ
り
あ
り
と
現
存
す
る
の
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
「
霊
跡
」
と
い
う
の
は
、
「
神
仙
の
あ
り
か
」
を
意
味
す
る
。
こ

の
「
桃
源
隅
」
の
「
内
」
が
「
議
跡
』
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

湘
叫
が
な
い
こ
と
こ
そ
、
「
桃
花
源
記
」
に
お
け
る
漁
夫
が
そ
こ
を

離
れ
た
後
、
棉
口
が
も
は
や
失
わ
れ
た
と
い
う
内
容
に
即
し
て
定
め

ら
れ
た
物
質
的
文
化
景
観
の
特
性
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ

人
ノ
。

「
桃
源
、
禍
」
の
所
在
地
は
桃
花
源
の
桃
源
山
の
麓
で
あ
る
。
前
記

の
よ
う
に
、
「
桃
源
、
桝
」
は
道
教
の
「
第
三
十
五
番
目
の
湘
天
」
と

し
て
仰
が
れ
た
た
め
に
、
庶
代
の
患
者
に
よ
っ
て
「
桃
源
観
」
が
そ

の
燭
辺
に
建
て
ら
れ
た
。

「
桃
源
観
」
は
「
桃
源
洞
」
か
ら
山
の
輿
へ
、
約
一
キ
ロ
ほ
ど
入

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
宋
の
徽
宗
は
政
和
元
年
(
一
一
一
こ
か

ら
、
桃
、
掠
山
に
…
一
二
三

O
柱
も
あ
る
と
い
う
建
築
群
を
造
り
、
そ
の

う
え
、
真
筆
の
横
綴
を
「
桃
川
万
寿
宮
」
に
掲
げ
さ
せ
た
た
め
、
そ

れ
以
降
、
「
桃
源
嬢
」
は
「
桃
川
宮
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ

ヨ
時
の
「
桃
川
宮
」
の
規
模
に
つ
い
て
、
南
宋
の
委

(
五
五
?
1
一
二
一
二
?
)
は
「
修
廊
爽
五
殿
，
重
関
映
千
樹
。

ヘ
ハ
ツ
'

規
模
象
線
沿
，

Mm
合
的
部
絵
譲
二
と
描
い
て
い
ぷ
。

吋
桃
源
観
」
か
ら
ぺ
桃
川
宮
」
へ
の
規
模
の
拡
大
に
つ
れ
て
、
桃

源
山
で
の
「
桃
詑
源
記
」
に
基
づ
く
文
化
景
観
の
主
留
が
深
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
な
ぜ
な
ら
、
清
代
の
桃
源
観
か
ら
更
に
山
の
奥

へ
約
一
キ
ロ
ほ
ど
入
っ
た
場
所
に
、
劉
百
円
錫
(
七
七
二
1
八
間
二
)

の
「
桃
源
佳
致
碑
」
が
あ
っ
た
が
、
「
桃
川
宮
」
の
大
規
模
な
増
築

に
よ
っ
て
、
「
桃
源
佐
致
碑
a

一
は
「
桃
川
宮
」
の
直
前
に
佼
置
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
来
は
関
係
の
な
い
「
桃
源
伎
致

伯
仲
」
と
「
桃
源
柄
」
と
「
桃
川
宮
」
が
よ
り
密
接
な
関
係
を
も
っ
て

人
々
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
桃
源
佳
致
碑
」

は
「
霊
跡
」
の
周
辺
を
案
内
す
る
も
の
と
し
て
、
「
桃
源
洞
」
は
そ

の
「
霊
跡
」
へ
の
入
り
口
と
し
て
、
「
桃
川
宮
」
は
「
霊
跡
」
に
あ

る
「
洞
天
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
桃
源
禍
」

を
中
心
と
す
る
景
観
構
造
に
は
「
桃
花
源
記
」
に
結
び
付
け
ら
れ
た

道
教
文
化
が
新
た
な
要
素
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
「
桃
花
源
」
に
お
い
て
中
心
的
な
存
在
と
な
る
景
観
構
造
は
、
後

の
人
々
に
讃
え
ら
れ
、
宥
代
か
ら
、
数
多
く
の
「
桃
源
調
」
と
「
桃

川
宮
」
及
び
「
桃
源
佳
致
碑
」
を
-
記
念
す
る
石
碑
や
建
物
が
造
ら
れ

た
。
清
の
地
方
忠
に
よ
る
と
、
「
桃
源
調
」
を
一
一
苧
つ
「
桃
源
洞
詩
碑
」
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と
岬
ば
れ
る
も
の
は
庶
代
か
ら
靖
代
ま
で
の
開
に
計
三
十
基
が
建
て

今
ぺ
吋

ら
れ
、
叶
桃
川
常
」
を
「
桃
花
源
記
」
と
結
び
付
け
て
記
す
も
の
と

し
て
は
明
清
の
九
某
が
あ
り
、
例
制
民
錫
を
記
念
す
る
も
の
と
し

円ノ
ω

〆つ
J

て
、
明
清
の
ご
一
基
が
建
て
ら
れ
た
。

以
上
、
自
然
景
観
が
「
挑
花
線
記
」
と
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
叶
桃
花
源
記
」
の
、
主
題
を
強
調
す
る
文
化
景
観
と
な
り
、

そ
し
て
、
そ
こ
に
勝
代
か
ら
構
代
ま
で
の
数
々
の
文
化
景
観
が
付
け

加
え
ら
れ
て
い
っ
た
過
粍
に
つ
い
て
述
べ
た
の

次
に
、
吋
秦
人
消
」
と
「
秦
人
お
一
桝
」
の
例
を
挙
げ
て
、
「
桃
花
源

記
」
に
舎
か
れ
た
内
容
を
ょ
に
再
現
す
る
傾
向
を
表
わ
す
文

化
長
線
に
つ
い
て
述
べ
る
の

四

「
秦
人
潤
」
と
「
秦
人
古
洞
」

桃
花
慨
に
は
n

一
つ
の
山
が
あ
る
。

も
う
つ
は
桃
花
山
で
あ
る
つ
前
記
一
の
よ
う
に
、

「
桃
源
問
い
が
あ
る
た
め
に
、
そ
こ
は
道
教
の

れ
、
北
宋
時
代
か
ら
、
粉
廷
の
参
ト
チ
に
よ
っ
て
、

を
覆
う
ほ
ど
の
大
規
模
な
道
織
が
浩
一
ら
れ
た
の
町

の
空
間
約
余
地
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
と
文
化
人
に
よ
る
文
化
景
観
は
、
ほ
と
ん
ど

れ
る
よ
う
に
な
っ

さ
て
、

挑つ
源は
I.1J桃
の源
麓 111
にで
は

面
積
的
にと
の挑
た源
め I<LJ

桃そ
花の
IJI fょ
」降
ぴ〉

民
間

最
初
の
も
の
は
「
秦
人
柄
」
で
あ
っ
た
っ
人
々
は
禍
窟
の
体
を
な

さ
な
い
「
桃
源
調
」
は
、
「
桃
花
源
記
」
に
捕
か
れ
た
も
の
だ
と
認

め
ず
、
よ
仇
花
山
」
の
中
腹
で
「
桃
花
渓
」
の
源
流
が
流
れ
出
た
岩

九お}

の
禍
穴
を
発
見
し
た
た
め
、
そ
れ
を
「
秦
人
柄
」
と
命
名
し
た
。

こ
の
「
秦
人
柄
」
は
、
「
挑
花
源
記
」
の
「
林
泰
水
源
，
使
得
一
山
。

山
有
小
口
・
・
・
」
に
沿
っ
て
命
名
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
史

料
に
は
、
こ
の
「
秦
人
湖
一
の
発
見
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
の
記
録

は
見
沼
た
ら
な
い
が
、
南
宋
の
萎
壌
の
「
背
遊
詩
」
で
は
、
こ
の
禍

穴
を
訪
れ
た
時
に
見
た
光
景
が
描
か
れ
て
い
る
の
も
、
「
秦
人
柄
」

は
遅
く
と
も
南
宋
に
す
で
に
あ
っ
た
も
の
だ
と
推
測
で
き
る
で
あ
ろ

入
ノ
。

(32) 

の
た
め
に
造
ら
れ
た
詩
碑
も
あ
っ
た
。
『
桃

よ
る
と
、
南
宋
以
降
の
「
楽
人
病
詩
碑
」
は
関

「
秦
人
柄
」

そ
し
て
、

源
県
志
』
の

某
が
あ
っ
た
と
い

こ
の
「
秦
人
柄
」
は
で
も
見
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
「
桃
花

渓
」
の
源
流
が
流
れ
出
て
お
り
、
近
く
に
「
挑
花
林
」
も
あ
り
、
確

か
に
、
「
桃
花
源
記
」
に
掛
か
れ
た
嵐
景
に
似
て
い
る
の
し
か
し
、

そ
の
消
口
は
、
人
が
入
っ
て
い
く
に
は
小
さ
過
ぎ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
わ
お
そ
ら
く
そ
の
た
め
に
、
靖
代
の
末
、
人
々
は
「
桃
花
源
記
」

に
相
応
し
い
も
の
と
し
て
、
「
秦
人
柄
」
の
近
く
に
更
に
大
き
な
洞

っ

た

っ

こ

そ

は

、

光

緒

十

四

年

(

八

八

八

)

に

?
で
の



着
任
し
た
湖
南
省
桃
源
践
の
知
県
余
良
線
、
が
造
っ
た
「
秦
人
十
口
調
」

で
あ
る
の

余
良
棟
は
「
桃
花
山
」
を
切
り
開
い
て
、
数
人
が
問
時
に
そ
の
中

を
歩
け
る
ほ
ど
の
広
さ
の
、
八
つ
の
支
摺
を
含
む
、
総
延
長
約

百
六
十
メ

i
ト
ル
に
及
、
ふ
刑
務
を
掠
っ
た
。
更
に
、
そ
の
入
り
口
に

「
秦
人
古
前
」
の
題
字
を
彫
り
付
け
て
名
付
け
、
そ
の
周
辺
に
、
窮

林
橋
、
水
源
卒
、
総
然
亭
、
桃
花
探
漁
人
従
入
処
、
延
室
館
、
漁
人

辞
去
処
、
既
出
卒
、
向
路
橋
、
問
津
卒
、
高
挙
閥
、
一
一
帯
契
ん
や
な
ど
の

ρ
h
u
 

r
今
、

ν

数
多
く
の
建
造
物
を
造
り
、
全
て
の
建
造
物
に
「
桃
花
源
記
」
に
使

わ
れ
た
一
言
葉
を
川
引
用
し
て
命
名
し
た
の
そ
れ
ら
の
建
物
名
と
「
桃
花

源
記
」
と
の
関
連
を
以
下
の
表
に
示
す
。

表

「
桃
花
源
」
の
建
造
物
名
と
「
桃
花
源
記
」
涼
文
と
の
関
連

吉復延各玉人宗三
船従使捨 然総防朗1 源水林君主、 T復前] 

ー....，

挑記1湖E、

iコ
， 

欲窮林J~ 入
使得

L-

家其 原文

~U 

延

1村湾漁従人Z 長
総然亭 源水亭 橋鋳林 建造物名館笠

}¥ 

処

一一一一一一

停
数
日
，

既
出
，
得
弦
〈
船
，

使
扶
向
路
，

後
遂
無
関
津
者
。

漁
人
辞
去
処

既
出
亭

向
路
橋

間
津
亭

高
挙
関

間
帯
五
口
亭

こ
の
よ
う
に
つ
つ
の
文
化
景
観
を
「
桃
花
源
記
」
と
結
び
付

け
、
命
名
し
、
更
に
そ
れ
を
髄
額
に
し
て
建
物
に
掲
げ
る
と
い
う

よ
う
な
「
桃
花
源
記
」
を
具
現
化
す
る
手
法
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
桃
花
山
に
お
け
る
文
化
景
観
は
、
桃
源
山
の
も
の
と
比
べ

て
、
よ
り
ふ
抱
一
裁
的
に
「
桃
花
源
記
」
の
内
容
に
沿
う
も
の
と
な
っ
た

と
い
う
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
「
桃
花
山
」
の
文
化
景

観
群
は
、
清
代
光
緒
年
間
以
降
、
「
桃
花
源
」
に
お
け
る
中
心
的
な

存

在

と

な

り

、

で

に

至

る

。

そ
の

五

お
わ
り
に

(33) 

以
上
、
湖
南
省
常
徳
市
桃
源
県
の
各
時
代
で
形
成
さ
れ
た
文
化

景
観
を
例
に
し
て
、
「
挑
花
源
記
」
の
具
現
化
現
象
に
つ
い
て
述
べ



たっ作
品
に
は
、

{
挑
花
源
記
」
の
他
に
も
、
中
留
吉
典
文
学

長
い
経
史
に
お
い
て
各
地
域
で
再
表
現
さ
れ
、

一
一
一
一
向
う
ま
で
も
な
く
、

中
国
の

い入
《文

環
境

ふ

れ
ぞ
れ
(J) 

与
え
て
い
た
も
の
も
多

八
午
後
は
、
文
学
作
品
の
具
現
一
化
現
象
の
問
題
に
つ
い
て
更
に
探

の
受
容
史
を
よ
り
深
く
認
識
し
て
い
き

えと
し

た
い
と
考
え
て
い
る
つ

戸shw

，

》

A
d
援問問

jhetzr 

小

仏

、

ー

臨

時

‘

r

a
，

ゐ

Y
A
-
-
'
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桃芯線の

?
写
真

桃
源
山
の
麓
に
お

け
る
桃
源
初
、
と

繍
船
州
(
二

O
O

一
二
年
八
月
撮
影
)

(34) 



(
本
格
は
、

O
O
L
年
六
月
十
八
日
平
成
十
五
年
度
中
間
文
化

お
け
る
口
頭
発
表
を
ま
と
め
、
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で

あ
る
。
)

主
釈(1
)

ぺ
大
釣
在
皆
宋
ω例
代
前
日
制
，
他
wv了
《
桃
花
源
時
井
HU
》
培
篇
流

作
千
十
日
的
什
品
。
」
(
中
間
大
百
科
全
書
…
編
集
部
編
内
中
間
大
百
科
全

書
中
間
文
学
』
中
間
大
百
科
全
書
出
版
社
一
九
八
六
，
八
五
三
賀

参
照
。
)

(
2
)
迩
欽
立
校
注
諮
問
淵
明
集
』
中
整
地
問
問
均
一
一
九
七
八
，
4

六
五

1
一

六
L

ハ
頁
参
照
。

(
3
〉
抜
本
百
大
等
編
集
「
記
号
学
大
群
典
n
b

柏
喜
一
関
三

O
O
a
J
て……

一
一
員
参
照
。

(
4
〉
陳
禁
獄
、
五
一
縦
一
-
人
文
地
問
学
』
科
学
出
版
社
二

O
O
つ
~
0

七
夜
参
照
。

(
5
)
〔
宋
)
欧
儲
忍
撰
吋
一
興
地
騒
記
』
特
}
品
A

ト
じ
中
華
喜
周
一
九
八

瓦
参
照
A

(
6
〉
尚
学
鋒
審
吋
中
間
古
典
文
学
接
受
史
』
山
東
教
育
出
版
社
-
一

0
0

。
、
尚
、
水
亮
箸
吋
荘
楚
伝
播
接
受
史
総
論
』
文
化
装
術
出
版
社
て

0

0
0、
学
剣
鋒
箸
吋
空
間
陶
淵
明
接
受
史
』
斉
魯
善
社

1
0
0
二
参

h
M
M

竹。

(
7
)
原
文
は
、
「
梁
一
泊
超
恭
錐
"
述
篇
《
出
》
可
以
説
同
地
斡
以
前
第
一

総
小
悦
会
長
文
学
史
上
算
是
扱
有
扮
僚
的
一
川
凶
作
。
一
話
局
点
止
我
冶
小

見
詰
革
吋
再
沖
制
改
他
用
ν

一
全
子
法
篇
文
章
的
内
容
，
我
想
起
他
，
ふ
i

名
叫
示
方
的

2
0
1
m二
九
托
邦
〉
。
所
描
写
的
是
a

ふ
i

桜
自
前
級
平

等
之
愛
的
社
会
ろ
街
子
一
的
関
，
美
答
相
示
・
，
唯
此
足
以
吋
之
。
桃

源
ぷ
計
一
克
変
成
長
名
，
小
説
力
稜
之
大
，
也
克
出
其
右
了
。
"
(
《
陶

淵
明
之
丈
鰹
及
拡
(
品
格
》
)
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
(
鐘
優
民
著
司
陶

白
林
教
育
出
版
社
二

O
O
O，
一
一
八
二
寅
参
照
。
)

ヴ
明
一
一
統
志
』
舎
六
十
四

天

(
9
)
王
国
維
校
，
哀
英
光
、
劉
寅
生
整
理
襟
点
『
水
経
践
校
b
k海
人

氏
出
版
社
一
九
八
四
，
一
一
七
一
一
一

1
…
一
七
回
頁
参
照
。

(
ゆ
)
「
『
武
俊
記
』
日
:
昔
有
臨
況
黄
道
真
，
在
黄
閉
山
側
釣
魚
，
悶
入

桃
花
源
。
例
措
有
『
桃
花
源
一
記
』
。
今
山
下
有
揮
，
立
名
黄
問
。
此

葉
樹
道
真
所
説
，
遂
潟
其
名
也
J
(
{
宋
〕
李
妨
等
撰
吋
太
平
御
覧
』

巻
四
十
九
・
地
部
十
四
「
間
楚
南
越
諸
山
・
黄
関
山
」
中
華
常
一
開
局
一

九
六

O
)

(
日
)
「
南
北
朝
活
安
祖
，

.. 
，
(
路
)
保
安
葉
，
・
・
・
(
略
)
黄
関
，
武

稜
入
。
簿
何
学
有
詞
襲
。
撰
司
一
抗
州
志
』
。
藤
章
懐
太
子
註
『
郡
魁
志
』

取
之
湯
銭
。
」
(
前
掲
『
明
一
統
志
』
巻
し
ハ
十
四
)

(
ロ
)
「
司
鎖
街
詩
集
』
十
巻
q

貞
一
冗
比
郁
郎
中
。
」
(
{
宋
]
欧
陽
修
、
宋

祁
撰
一
-
新
麿
世
品
開
一
』
巻
六
十
「
芸
文
忘
第
五
十
」
中
華
骨
一
一
同
局
一
九
七
五
)

(
山
)
吋
全
藤
詩
一
』
巻
十
一
一
一
「
主
維
・
民
間
」
、
巻
三
百
四
「
劉
商
・
題
水

摘
二
言
」
中
華
審
周
一
九
六

O
参
照
。

(
川
口
〉
前
掲
明
全
管
詩
』
長
二
百
四
十
一
一
一
「
王
沼
田
齢
・
武
陵
関
一
応
観
黄
錬

部
詫
A

一

(35) 



(
日
)
{
ん
木
)
王
象
之
撰
巻
二
一
「
常
徳
府
碑
記
」
卑
雅

蛍
叢
書
，
成
山
内
定
十
年
{
南
海
〕
(
伍
氏
〕
刊
本

(
同
〉
一
桃
川
万
年
観
，
同
時
両
信
二
一
ナ
五
里
，
日
常
人
建
。
騎
馬
桃
源
観
二

斗
桃
源
栴
忘
b

，
洞
天
常
葺
，
麿
以
前
紘
一
一
問
。

.. 
，
(
略
)
宇
之
建
自

大
勝
、
貞
え
年
関
，
碑
鴇
所
載
，
吋
?
山
挑
椛
掠
矧
観
問
』
匂
、
白
『
]
桃
源
新
壌
』
倶
競

没
一
不
小
可
考
J

(令
「
情
ん
陪
馬
均
慧
絡
撰
、
舷
先
烈
拙
撰
摂
『
T市
嘉
器
靖
常
穂
府
志
』

巻
ト
£
一
叫
?2恥丸~

府
街
厳
抜
参
照
o
)

(
げ
)
〔
宋
〕
播
自
牧
撰
叫
記
築
制
海
』
巻
八
十
六
「
仙
道
部
・
神
仙
」
言
及

印
文
淵
，
間
mm
庫
金
書
』
台
湾
間
務
印
書
館
…
九
八
六
参
照
。

(日

v
r早
朝
乾
徳
元
年
析
武
駿
，
髭
桃
源
豚
J

Q

m
掲
吋
輿
地
演
記
』

巻
コ
ト
七
)

(
ゆ
〉
〔
庸
〕
李
寄
稿
撰
、
〔
清
〕
鯵
茎
孫
縮
、
加
問
次
殺
点
校
『
一
月
和
郡
綜

凶
忘
n

問
答
:
一
十
一
「
江
街
道
掛
州
六
」
中
華
書
局
一
九
八
二
一
、
前
掲

吋
輿
地
鹿
記
』
特
}
向
，
ト
七
、
{
宋
〕
祝
場
撰
宝
刀
輿
勝
覧
』
巻
二
一
十

(
孔
氏
獄
雪
機
影
紗
本
，
揚
訓
川
・
江
蘇
広
陵
ん
の
刻
印
社
一
九
九
三
)
、

前
掲
吋
明
一
統
忘
』
容
六
十
四
参
照
。

(
初
)
「
隠
路
飛
嬬
鰯
野
焔
，
石
磯
路
畔
間
漁
船
。
桃
花
議
日
随
流
水
，

制
自
治
総
仰
い
施
法
?
」
(
前
掲
吋
全
癒
詩
』
巻
…
百
十
七
吋
活
情
州
出
・

品
作
ν
い
じ
日
行
m

J

ふ酔

vjtdmw
閉山之

張
旭
に
つ
い
て
は
、
吋
中
間
大

5
科
全
書
中
田

没
年
不
詳
，
中
京
神
龍
年
間
(
七

O
五
1
七

O
七
)

の
J

人
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
(
前
掲

.
-
-
一
九
一
山
県
参
照
。
)

こ
は
「
性

、
ノ
「
3
丸、

1
1
J
J
叫

告

白

。ρバト代〆パ叶
3

仰い

i
j
」

信
科
全
品
持
政
中
間

(
幻
)
前
掲
『
陶
概
明
集
b

一
六
五
頁
参
照
。

(
泣
)
前
掲
司
〈
五
庸
詩
』
巻
六
百
四
十
一
「
曹
庸
・
題
武
陵
洞
五
首
」
参

円
筒
パ
口
つ

曹
藷
に
つ
い
て
は
、
司
中
国
犬
百
科
全
書
中
国
文
学
』
に
は
「
威

通
年
間
(
八
」
ハ

0
1八
七
回
)
で
使
府
従
事
に
赴
任
し
た
」
と
い
う

記
載
が
あ
る
つ
(
前
掲
司
中
愚
大
百
科
全
書
中
間
文
学
』
五
五
頁
参

昭一。)

(
お
)
前
掲
交
ぶ
唐
詩
』
巻
三
百
一
一
一
十
八
「
韓
愈
・
桃
源
開
」
、
{
宋
〕
一
土

安
石
撰
『
臨
川
文
集
』
巻
田
「
桃
源
行
」
中
華
蓄
馬
…
九
五
九
参
照
。

(
技
)
李
搭
軍
一
編
著
『
走
進
桃
花
源
』
湖
宿
人
民
出
版
社
二

O
O一ニョ

nH4
、・
A

一、、『ヨペ

U
ド

ス

ノ

召

炉

(
お
)
〔
清
)
余
良
棟
修
、

ト
八
年
刊
本

(
お
)
前
掲

大
撰

劉
鳳
桔
}
纂
司
桃
源
来
志
』
巻
十
一
A

清
光
絡
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巻
六
百
六
十
九
・
桃
源
」
、
{
宋
〕
周
必

巻
四
十
二
一
「
古
律
詩
六
十
八
首
」
『
朱
印
文
灘
間

台
湾
関
務
印
書
館
一
九
八
六
参
照
。

(
幻
)
一
桃
源
山
殺
i
i
i
隊
二
十
型
免
『
鼠
綴
』
丘
:
山
下
有
桃
川
宮
。
一
山

南
一
問
中
一
部
桃
源
稿
。
云
是
昔
秦
人
遊
間
札
之
地
。
有
禍
如
門
，
恒
石
堺

蔽

J
難
跡
猶
存
。
有
水
自
中
流
出
，
橋
治
不
絶
。
」
(
前
掲
一
「
方
輿
勝

4

十
)

(
部
〉
前
掲

(
却
)
(
山
木
)
附
燃
料
控
編

巻
ム
ハ
・
昔
遊
詩
」

九
八
六
参
照
η



(
初
)
前
掲
吋
桃
源
県
忘
れ
中
巻
十
d

e

参
娘
。

(
引
)
前
掲
吋
桃
源
問
m
右
』
巻
十
・
a

参
照
。

(
詑
)
前
川
向
吋
桃
源
県
志
』
巻
ト
《
匹
参
照
。

(
お
)
{
明
ω

鄭
天
佐
、
李
徴
纂
吋
〔
万
麿
〕
桃
源
県
志
b

「
山
川
」
日
本

持
続
問
文
庫
明
万
橋
四
年
刻
本
影
印
，
番
目
文
献
出
版
社
一
九
九
一
一

参
照
。

(
M
)
「
昔
遊
桃
源
山
，
光
次
臼
馬
渡
。
・
:
(
略
)
山
行
線
深
遼
，
税
猿

紛
ト
L

?

と
石
議
一
出
微
禍
，
令
我
意
獄
海
。
昔
間
漁
舟
子
，
水
際
見
洞

戸。

A
I
J
者
去
渓
遠
，
定
自
後
人
誤
J

(
前
掲
吋
江
湖
小
集
』
「
普
遊

詩
」
参
照
。
)

(
お
)
前
掲
吋
桃
源
県
志
』
巻
十
点
J

参
照
。

(
出
)
前
掲
吋
桃
源
保
お
』
巻
一
参
照
。

(
東
京
都
立
大
学
大
学
院
)
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